組織特性、 組織内自尊感情、 知識提供動機が知識提供に与える影響─自己決定理論と有機的統合理論に基づく研究─ by 向日 恒喜
1. はじめに
企業にとって知識は重要な資源と考えられ













た他律的な動機である (e.g., Deci and




られる (Bock et al., 2005; Kankanhalli et



















and Flaste, 1995)｡ これらの議論を踏まえ､
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ory) は､ Deci and Ryan (e.g., 2002) によっ
て提案された､ 個人の自己決定 (自律性) の
程度によって個人のパフォーマンスが左右さ
れるとする理論で､ 5 つのミニ理論から構成
されるが､ その 1 つに有機的統合理論
(organismic integration theory) がある｡
有機的統合理論では､ その行為に対する外部
の価値観を内部に取り込む内在化の程度に従
い､ 外発的動機を 4 つに区分している (e.g.,
Deci and Ryan, 2002; 櫻井, 2009)｡ 最も内
在化の程度が低い ｢外的調整 (external
regulation)｣ は､ ｢指示､ 命令､ 報酬､ 罰則
に従い仕方なくする｣ との義務感のみに基づ
く最も他律的な状況である｡ つぎに内在化の




る｡ 内在化が進んだ ｢同一化的調整 (identi-
fied regulation)｣ は､ ｢自分にとって重要だ
からする｣ との価値を認識し､ 自発性が伴う
状況を指す｡ 内在化の最も高い ｢統合的調整


















































検討した研究としては Foss et al. (2009) の
研究がある｡ 彼らは､ 知識提供動機を外的調
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塩村・松岡 (2005) は､ Barbout and
Scholl (1998) の動機の区分を応用し､ 仕事
の動機を細分化し､ 組織市民行動との関係を




nal self-concept-based motivation)｣､ 行動
の楽しさに基づく ｢内的な過程動機 (intrin-












一方､ Barbout and Story (2011) も､ ア
メリカの農産業の企業従業員に対して調査を



















1992, p.1) と定義される｡ 自尊感情の代表






















































だが､ Pierce and Gardner (2004)､ 松田他



























































ことを明らかにしている｡ また Lee and
Choi (2003) は､ 信頼関係は知識の表出行動
などの知識創造活動を促進することを､




注目した研究では､ Cabrera et al. (2006)
は外発的報酬が知識提供を弱いながら促進す
ることを､ Lee et al. (2006) は組織がもた
らす報酬が知識提供に対するコミットメント
を介して知識提供を促進することを､ Kim


































al., 1989; Pierce and Gardner, 2004;
Bowling et al., 2010)｡
また､ Cabrera et al. (2006) 及び Welschen
















向日 (in press) は､ 組織内自尊感情の研
究に基づき､ 組織特性､ 組織内自尊感情､ 知
識提供動機､ 知識提供行動との関係を分析し































る｡ ただ､ 創造性の要求される場面では､ 報
酬や評価に基づく外発的動機よりも内発的動
機の方が創造性を促進させる傾向が確認され















Pierce et al. (1989) は､ 組織内自尊感情
の研究から､ 組織内自尊感情が内発的職務動
機などを促進することを明らかにした｡ また､

















































(Pierce et al., 1989; Pierce and Gardner,
2004; Bowling et al., 2010)｡ また､ 知識提
供の規定要因に関する研究から､ 自律性と知
識提供の関係を自己効力感や組織内自尊感情
が 媒 介 し て い る 可 能 性 が 想 定 さ れ た
(Cabrera et al., 2006; Welschen et al., 2012)｡





するとの結果 (e.g., Cabrera et al., 2006;
Lee et al., 2006) と促進しないとの結果
(e.g., Bock et al., 2005; Lin, 2007a) が見ら
れる｡








































ンワーク (日々､ 決まって行う業務) が少な
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い｣ の 4 つの選択肢から､ 3 つ以上選んだモ
ニターを抜き出した｡ 調査時期は 2014 年 2
月で 500 名からアンケートを回収した｡ 回答
者の内訳を表 1 に示すが､ 業種は製造業､ 職
種は研究・開発・技術､ 勤続年数は 15 年以
上､ 年齢は 40 代と 50 代､ 性別では男性が多
くなっている｡
4.2 尺度
調査に用いた質問項目を表 2 に示す｡ これ
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因子分析 (最尤法､ プロマックス回転) によ
り質問項目を絞り込んだ｡ 最終的に､ 16 項
目からなる 4 つの因子が抽出された (表 3)｡




項目が含まれおり､ これは ｢外的調整｣ の因





ら ｢同一化的調整｣ の因子と考えられる｡ 第
3 因子には､ ｢自分の評判を高めるため｣ ｢周
囲の人からほめてもらうため｣ ｢周囲の人に






























































































回転) により分析をしたが､ 最終的に､ 9 項
目から構成される 2 つの因子が抽出された
















































































































組織内自尊感情の項目は Pierce et al.
(1989) が開発し､ Matsuda et al. (2011)
が日本語に訳したものを用いる｡ また､ 知識
提供行動は (van den Hoof and Hendrix















共分散構造分析の結果を図 2 に示す｡ モデ
ルの適合度指標は､ CFI＝0.893､ RMSEA＝






















方､ 組織内自尊感情は､ 同一化的調整､ 内発
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表 5 組織特性の因子分析の結果














































































































































































































































































































2 ) たとえば Hooper, Couglan and Mullen
(2008) は､ 適合の判断基準を CFI≧0.95､
RMSEA≦0.07､ SRMR≦0.08 としている｡
これに対しMarsh, Hau, and Wen (2004) は､
CFI≧0.9 でもよいと解釈している｡ なお､ 適
合度指標には GFI や､ 自由度に従い GIF を
調整した AGFI が用いられることが多いが､
豊田 (2002) は､ GFI は観測変数の数の影響
を受けやすいため観測変数が 30 以上の場合､
GFI の値を参考にせず､ 他の指標で判断すべ
きだと指摘しており､ 本稿では 39 の観測変数
を用いていることから GFI と AGFI を判断に
用いないこととした｡
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